
お

子
さん

の生活習慣予

防

家
庭 で で き る

中
央
地
区
と
い
う
呼
び
方
は
、
一

九
五
四
年（
昭
和
二
十
九
年
）四
月
の

一
町
九
か
村
合
併
で
成
立
し
た
八
日

市
場
町
の
旧
八
日
市
場
地
区
を
そ
う

呼
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
地

区
名
も
、
来
年
一
月
の
匝
瑳
市
誕
生

後
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
日
市
場
地
区
の
前
身
・
同
町
は
、

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
四

月
の
八
日
市
場
、
富
谷
、
篭
部
田
、

下
富
谷
、
米
倉
の
五
か
村
合
併
の
際

は
福
岡
町
で
し
た
が
、
一
九
一
五
年

（
大
正
四
年
）
十
二
月
八
日
か
ら
八

日
市
場
町
と
な
り
ま
し
た
。
福
岡
町

は
二
十
五
年
余
で
消
え
ま
し
た
が
、

合
併
の
際
に
イ
、
ロ
、
ハ
・
・
・
の

住
居
表
示
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
二
十

数
年
経
た
大
正
六
年
ご
ろ
で
も「
八

日
市
場
町
富
谷
」な
ど

の
表
記
が
み
ら
れ
ま
す
。

八
日
市
場
村
が
匝
瑳

郡
の
中
心
と
さ
れ
た
の

は
、
一
八
二
七
年
（
文

政
一
〇
年
）
こ
ろ
か
ら

で
す
。
当
時
は
村
む
ら

が
連
合
し
て
治
安
を
保

っ
て
い
ま
し
た
が
、
周

辺
四
〇
か
村
の
中
心
村

が
八
日
市
場
で
し
た
。

そ
う
し
た
歩
み
の
も
と

に
明
治
初
年
か
ら
郵
便

局
、
警
察
署
、
裁
判
所

な
ど
の
官
公
署
が
で

き
、
当
時
は
県
下
で
有

名
な
町
に
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

農
業
主
体
の
近
隣
村

む
ら
の
な
か
で
、
八
日

市
場
村
は
万
町
・
見
徳

寺
境
内
に
ま
つ
ら
れ
る
地
蔵
菩
薩

（
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
）
像
が
造
ら
れ
た

二
八
〇
年
前
こ
ろ
か
ら
商
家
の
屋
号

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
十
年

後
の
一
八
〇
七
年
（
文
化
四
年
）
に

は
五
〇
余
軒
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
当
地
方
で
生
産
さ
れ
た

八
日
市
場
木
綿
が
江
戸
ま
で
販
路
を

拡
げ
、
江
戸
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
地
蔵
菩
薩

像
造
立
の
寄
付
者
に
は
、
近
隣
村
む

ら
は
も
と
よ
り
江
戸
の
町
人
も
い
ま

し
た
。

一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
年
）
二

月
の
大
火
で
は
、
家
数
四
二
〇
戸
の

う
ち
約
七
割
の
民
家
と
土
蔵
四
〇
ほ

ど
が
焼
け
、
幕
末
に
は
富
裕
な
商
家

は
打
ち
こ
わ
し
や
真
忠
組
（
し
ん
ち

ゅ
う
ぐ
み
）
騒
動
、
明
治
初
年
の
松

山
戦
争
な
ど
で
略
奪
な
ど
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

近
年
で
は
国
道
バ
イ
パ
ス
周
辺
な

ど
市
街
地
の
変
貌
も
あ
り
、
全
国
的

に
知
ら
れ
た
植
木
生
産
地
と
し
て
の

「
八
日
市
場
」、伝
統
の
祇
園
ま
つ
り

も
八
日
市
場
の
名
物
と
な
り
ま
し
た
。

「
八
日
市
場
」
と
い
う
地
名
は
、

記
録
の
上
で
は
一
四
一
七
年
（
応
永

二
十
一
年
）
も
の
が
最
も
古
く
、
こ

れ
に
対
し
匝
瑳
と
い
う
地
名
は
一
二

九
〇
年
以
上
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
単
純
な
年
代
の
比
較
は
意
味
を

持
ち
ま
せ
ん
が
、
市
名
と
し
て
五
〇

年
余
を
経
た
八
日
市
場
と
い
う
地
名

に
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

中
央
地
区

本市の中心に位置する商店街

��

生活習慣病はいまや国民病とも言われ、
多くの人が肥満度やコレステロール値、

血圧値などを気にするようになりまし
た。八日市場市では世の中の動きに先駆
けて、昭和５９年から幼児の生活習慣病予
防対策を実施しています。近年は小学４
年、中学１年時も子どもの健康管理に力
を注いでいます。幼児の健診は今年で２２
年目に入りました。
この市の事業の実績が効を奏してか、
ここ数年肥満のお子さんは減少し、今年
は７．８％でした。これはとても喜ばし
いことです。各家庭でも健診時の結果を
きっかけにお子さんの成長をチェックし
てはいかがでしょうか。

過去には“幼児期はやせだったのに４
年生では肥満になっちゃた！”という経
験をされた保護者も多いと思います。八
日市場市では幼児期の健診後、小学４年
時に２度目の健診を実施しているのです
が、その４年生になると身長より体重の
ほうが成長しやすいということもあるの
ですが、肥満のお子さんが増えています。
幼児の場合大体月１回の割合で身長と
体重の測定を実施しています。身長と体
重がわかれば、母子健康手帳に載ってい
る「肥満とやせの目安」のグラフで肥満
度のチェックができます。今回の健診で
大丈夫だったと安堵せず、これをきっか
けに、今度はご家庭で肥満の管理をしま
しょう。
チェックして気になったら保健センタ
ーに相談することをお勧めします。（次
号につづく）

問保健センター�７３ー１２００

肥満度・食事のとり方①
和洋女子大学 石井荘子

市都言宣康健
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